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くの研究によってなされてきたO精液の低温処理や精液希釈剤中-の C02 の通気や トランキライザーの
添加などほすでに広く人工授精の面でとり入れられている｡しかるに精子に対する麻酔剤の影響を調べた
文献はこれまで皆無で著者の本論文をもって唱矢とするといえよう｡著者は山羊と牛の精子を用い,バル
ビツール酸系薬剤,局所麻酔剤,ア-ンアルカロイドおよび覚醒剤の4系統の薬剤につき,精子の運動性,
呼吸能および解糖能に対する影響を調べている｡その結果,バルビツール酸系薬剤は精子の呼吸を著しく
抑制するだけでなく,精子の生存性に有害に作用すること,ア-ソアルカロイドでは呼吸を軽度 に抑制
し,解糖を促進するほか,液状保存精子の保存後の精子の活力の回復に効果があることなどを明らかにし
ている｡また麻酔剤添加精子に対し呼吸基質や代謝阻害剤を添加してその影響を調べ,1,2の新しい知
見を加えている｡
以上のように本論文は精子の運動性や代謝能に及ぼす各種の麻酔剤の影響を調べ,さらにその作用棟作
の一部についても検討を行い,いくつかの新しい知見をえたもので,家畜繁殖学や家畜人工授精の技術面
に示唆を与えるところが少なくない｡
よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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